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社会人の健康を規定する要因の研究

金崎良三＊
徳永幹雄＊

岡部弘道＊
多々納秀雄＊

A　Study　on　the　Factors　Determining　People’s　Health

Ryozo　KANEZAKI＊　Hiromichi　OKABE＊

Mikio　TOKUNAGA＊　Hideo　TATANO＊

Abstract

　　　Nowadays，　people　are　becoming　to　be　more　interested　in　their　health　than　ever．　The

present　study　was　carried　out　to　clarify　valid　factors　determining　people’s　health．　Sixty

items　related　to　the　mode　of　life　were　used　as　explanatory　variables．　As　for　as　males

are　concerned，　twelve　items　relatecl　to　life　of　work　place　were　added．

　　　The　questionnaire　was　distributed　to　887　male　and　893　female　adults　in　the　city　of

Onojo　in　October，　1982，　And，　1222　healthy　adults　and　436　unhealthy　ones　were　selected

as　the　samlpes．　The　data　were　mainly　analyzed　by　Hayashi’s　quantification　theory．　The

results　are　summarized　as　follows：

　　1，　Concerning　about　healthy　persons，　both　male　and　female，　it　can　be　pointed　out　that

first，　they　practice　more　exercises　or　sport　activities　in　their　daily　lives，　second，　they

have　less　experiences　of　attending　hospital　in　the　past　and　present，　and　their　levels　of

physical，　mental　and　social　health　are　rather　high，　third，　they　are　more　satisfied　wjth

their　families，　work　places，　communities，　friends　and　ways　of　life．

　2．　Both　males　and　females，　the　variables　especially　related　to　exercise　or　sport，　situation

of　health　and　life　satisfaction　are　connected　structually，　and　exert　a　direct　or　indirect

influence　on　people’s　health．

　　3．　ln　this　analysis，　the　correlation　ratio　was　considerably　high　（male　op＝．672，　female

ty＝．609），　so　it　could　be　said　that　the　validity　on　selection　of　variables　was　verified　to

some　extent．

　　4．　The　main　factors　determining　people’s　health　are，　as　for　males，　attending　hospital

in　the　present，　level　of　physical　health，　physical　impediment，　quantity　of　exercise　in　work

or　house　vvTork，　marriage　and　way　of　attending　office．　On　the　other　hand，　as　for　females，

they　are　mainly　level　of　physical　health，　level　of　mental　health，　experience　of　attending

hospital　in　the　past，　attending　hospital　in　the　present，　quantity　of　exercise　in　work　or

house　work，　marriage　and　occupation．

　　5．　As　for　males，　the　factors　such　as　environment　of　work　place，　monotony　of　work

and　noise　of　work　place　have　an　influence　on　their　health，　too．

（Journal　of　Health　Science，　Kyuq．　hu　University，　6　：79N95，　1984）

＊　lnstitute　of　Health　Science，　Kyushu　University　11，　Kasuga　816，　Japan



80 健　　ノ」乏　　不こト　　”｝t： 第6！9

緒　言

　木研究は，昭和57年度九州：ノ〈学特定研究凹こ活形態

と健康度に関する総合的研究」の一部を栴成すうもの

である。人びとの生活形態と健康度の関連を分析する

に当たり，そこにはいくつかの大きな課題がある。第

1に，生活形態をどのように把招よるのか，それはど

のようなパターンに分けられるのか，第2に健康度を

どのような指標で測定すればよいのか，第3に生活形

態と健康度の関連をいかなる方法で分析すればよいの

か，といった課題である。もとより，これらの1諌，」1は

そう簡単に究明されるような性質のものではない。特

に，健康のとらえ方については，これまで指摘されて

きたように多くの問題がある。健康とは，「おのれの

肉体に対して懸念すろことなく，充分に人間として社

会活動に増二念できる状態」9）とか「……必ずしも身体

的活力と健康感にあふれた状態ではないし，長ノ」をあ

たえろものでもない。じっさい，各個人が自分のために

つくった口標に到達するのにいちばん適した状態」5）

といっても，そのような状態を何で把握すればよいの

かはやはり問題として残ろ。また，有名なWHO（’lll：

界保健機構）の健康の冗義は10＞，高い評仙は．与えられ

るもののその表現のtl：Vfは抽蒙的である。　NHK放送

世論「q査所の1洞査7）によれば，国民の8割強が「自分

は健康である」と思っていろ。しかしその反面，肩が

ころ，腰が痛い，胃の二子がよくない，頭が重いなど，

からだの不調を感じていろKがかなり．多い。このよう

に，健康か健康でないかの判断は個人によって違いが

みられる。つまり，健康度に関しては医学的検査によ

う判断と木人自身の判断とでは，多少のズレがあろと

いうことである。この点はなおも問題とされなければ

ならないが，木町においては健康度を個人の自己。附i

によって把握した。従って，その判断は極めて⊥観的

である点を最初にことわっておきたい。そこで，木研

究では対象とした社会入を自己評価によって健床群と

不健康群に分け，両群の特性や両町を’卜lj別するのに有

効な要因，諸要因の連関構造などを明らかにしょうと

した。

方　法

1．外的基準と説明変数

　健康状態を個人の自己評価でとらえろこととし，r非

常に健康」及び「かなり健康」ど、ギ価した者を健）k7（，

「あまり健康でない」及び「まったく健康でない」と

評価した者を不健康群とした。こσ）健康群・不健康群

を外的基準として，数量化理論による判別分析を行う

ことにした。説明変数は，生活形態をどうとらえるの

かの問題になうが，健康との関連に焦点を当てて設定

した。巻」くの附表1は，これらの変数とカテゴリー一の

構成を示す。総変数は60，内訳は某本的特性要因4，

生活状況要因9，生活時間・行動要V〈1　s，辿エJJ・スポ

ーツ（i’活要因10，fs（1　｛，「要因10，健康生活要因7，健

康意識要因7，生活満足度胆囚5であろ。ここで，表

】いの「（42）身体的健康」，「（43）＊｝」神的健康」，「｛44i社会的健

li」の3変数について若．「述べておこう。これは，松

木ら10が作成した健康度予断1旨標を川いてそれぞれの

健康度を測定したものである。この診断指標は，身休

的健康に関すうもの20項目，同じく卑1恥骨健康15：r｝’i日，

社会的健康15項「1の計50項目から成り，各：項目とも

［一よくあてはまる」から「まったくあてはまらない」

までの4段階回答形式になっている。これらの回答を

そlj点化することにより，それぞれの健康度が「上位」，

「中位」，「．下イ㍍」と学徒二されるQ

　なお，社会人の中でも警め人にとっては職場の環境

やそこでの仕事の内容などは豆要と思われたので，男

；1のみについて職ナ「ワヒ活に関する変数12を追加して分

析することにした。その他にも，生活形態に関すろ甲

奴13を調査したが，健康度との関連性がみられなかっ

たので，ここではあらかじめ除去した。

2．調査の概要

　木稿で憎いた1．、1木は，昭和57年10月に大野城市の社

会人男女2，200人を対象に実施した、／．1査（「健康度と生

活形態についての基礎洞査」）から得られたものであ

ろ。調査結果は表1に示すとおりであり，最終標本数

は健康群男子628入，同女子594人，不健康群男子208

入，同女子228人であった。平門方法は，大野城市の

中央地区，南地区，束地区．北地区の各コミュニティ

の1い1話尺を通して牛疫票を配布し，後｝．1回収して貰っ

たQ回収された’一Jj：査票の年代別内訳は，20代男了・o．3

％，　「司女帯・1．8％，　30KYJJ〕：21．6％，　「可女うア・24．1％，

40KJI；Y24．lt．・／，　Fflx／－i－2s．6，0．’，　50KE　3　rj’一23．9．0・tJ，　li’d

女子22．7％，60代以ヒ男子28．3％，同22．7％であった。

表1　調査結果と標本数

＼区分　　1
　＼　　配布数　回収数
性別＼…　　1　一．．

男子11・…i887
　　　　　　　　女弓戸・　　　1，100　11　　　893

．　　　　　　　　最　糸捌　標　ン｝く　数

1回収率；一

・　　　　健康群不健康群

180・6％　628　i208
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．　81．2％1　　　5941　　　228

　　　　　　　　1
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男女とも，30代から60代の中高年齢者が中心である。

3．データの解析

　調査の結果は，基礎集計の段階で変数の精選とカテ

ゴリーの統合化など整理した後，数量化理論第ll類に

よる多変量解析を行った。この解析手法では，外的11il

準のクロス集計，変数の相関行列，偏相関係数，レン

ジ，カテゴリー・スコアーなどが算出される。解析の

条件は，外的基準T－2，躍り1変数X＝60及び72，カ

テゴリー総数197及び245であろ。

結果と考察

1．健康群・不健康群の特性

　まず始めに，外的基準と説明変数のクロス集計の結

果から健康群，不健康群の特性について概観しよう。

表2は，両群朋で差の大きいカテゴリーとカイ自乗検

定の結果を示す。

（ユ）基本的特性

　男子は，4変数のうち「結婚」と「職業」に1％水

準の有意差がみられた。「結婚」については，既婚者は

健康群97．3％，不健康群91．8％，未婚者は健康群2．7

％，不健康群8．2％であろ。全体として9割以しが既

婚者であるが，既婚者は健康群に，未婚者は不健康群

に多くみられる。「職業」に関しては，健康群には管

｝Ft田哉（23．1％）　や（1’1・）f；業　（14．3％）　カミ多く，；1く健j．，kl　ll’Lt

は無職・その他（28．8％）が多い。伺様にして女了・の

場合をみてみうとダ「学歴」のみに1％水準の有意差

があり，健康群には短大・大学卒（10，1％），不健康

群には1「1小・新i．t’i学卒（28．5％）が多い傾向にある。

②　生活状況

　生活状況については，男女とも有意差のみられた変

数は少なかった。男子の場合は「毎月の収入」と「地

域団体加入⊥女子は「収入満足度」，「生活環境」，「地

域団体加入」に差が認められた。男子の健康群は，収

入が「20～29万liJ」といったi’Ii程度水準の者が50，5％

と母数を占めたが，不健康群は40．9％であった。「30

万円以ヒ」の高水準の都ま両群とも3割程度であろ

が，「19万1．1∬次ド」0）揖は因み嬉洋の21．0％に対し不健

康群は32．7％であった。収入に関しては，健康群の方

が高い傾向にある。また，地域のクラブ・団体・組織

への加入については，男女とも健康群の方が加入して

いる者が多くみられた。女了の「収入満足度」と住み

やすさを示す「生活環境」については，健康群はとも

に満足している者が多く，不健康群はこの逆の傾向で

あった。健康状態と経済的条件の関連はこれまでにも

報告されてきたが6），ここでも男子の収入，：女子の収

入満足度についての傾向は両者の関連’挫を示すものと

考えられる。

（3）生活時問・行動

　リ｝丁の場合，「平虫自由時間」，「テレビ視聴時問」，

「習いごと・階．占ごと」，「娯楽活動」に1～5％の有

意差が認められた。「平「1自［h時借」」は，両群とも「3

時間未満」と「4時間以．ヒ」が多い傾向にあるが，健

康鮮は不健康群に比べて「3～4時閥未満」が多く，

不健康群は「4時間以上」が多い。膝口のテレビの視

聴時問は，両群とも「3時間未満」が多くそれほど極

端な差を示してはいないが，「5時間以一ヒ」と長い者

は健康群の4．8％に対し不健康群は13．0％と2倍以上

みられる。「習いごと・稽古ごと」とスポーツ以外の

［娯楽活動」は，健康群の方がともによく行っている。

一一w女子は，「習いごと・稽古ごと」と「家族外食・遊

び」の2変数のみに5％水準の有意差がみられ，健康

群はこれらの活動をよく行っている者が不健康群より

多い。その他，睡眠や読書時間，休日の自由時問に関

しては両群闘に差は認められなかった。

（4）運動・スポーツ生活

　男女とも，「仕事・家事での運動：量」，「スポーーツ実

施程度」，「スポーツ実施の型」，「現在クラブ所属」の

4変数に差があり，いずれも健康群は運動やスポーツ

をよく実施したり，スポーツクラブに所属するなどの

傾向がみられる。不健康群は，この逆であり運動やス

ポーツは行わない者が最も多い。その他，男子では

「通勤方法」と「家族スポーツ実施」，女子では「ス

ポーツ実施時問ごに有意差がみられた。健康と運動・

スポーツ活動の関連は容易に想定され，現在のスポー

ツ生活に関しては男女とも両半間に傾向の違いが指摘

できる。しかし，中学，高校，大学時代でのスポーツ

経験については，不健康群の方が「しなかった」とい

う者が多いものの，そこに有意な差は認められなかっ

た。

（5）食生活

　男女とも，2変数のみ1～5％水準の有意差が認め

られた。男子の場合，健康群は動物性食晶を「かなり

食べろ」（87．1％），酒を「毎日飲む」（54．9％）とい

う者が不健康群より多い。同じく女子の健康群は動物

性食：晶を「かなり食べる」（84．5％），タバコを「吸わ

ない」（92．6％）という者が多い。その他の食：品の摂

取や欠食，問食・夜食などの食生活については，両群

問に傾向の違いはみられなかった。

（6｝　健康生活
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表2健康群・不健康群の特租1

区　分 男 子 女 子
変　数

健　康　群 不健康群 P 健　康　群 不健康群 P

基 （1）結　　　　　　　　婚 既　　　　　　婚 未　　　　　婚 ＊＊

本 ②学　　　　　　　　歴 五大　・大学 旧小　・中学 ＊＊

（3）職　　　　　　　　業 自　　営　　業 無職・その他 ＊＊

性 （4）末　子　の　年　齢

（5）居　　　住　　　地
生 （6）住　　居　　形　　態

（7）1　人　当　り　畳数

活 （8）毎　月　の　収　入 20～29万円 19万円以下 ＊＊

（9）収　　人　満　足　度 満　　　　　　足 不　　満　　　足 ＊

状 （10）仕　事　の　形　態

（11）生　　活　　環　　境 満　　　　　　足 不　　　満　　　足 ＊＊

況 （12）近所づ　き　あ　い

（13）地域団体加入 加　　　　　　入 非　　加　　入 ＊＊ 加　　　　　　入 非　　加　　入 ＊＊

（1の墨蹟　　　ll民　　　目寺　　　間

生 （15）⊥｛そ　　　EI　　　豆■｛　　正主ヨ　　日寺…　　r琵コ

3　～　4時間 4　時間以上 ＊＊
活

（16）休日　自由時間時
（17）テレビ視聴時間 3時間未満 5時間以上 ＊＊
（18）言売　　　　　　書　　　　　　旧占…　　　　　程珂

（19）習いごと・稽古ごと し　て　い　る し　ていない ＊＊ し　て　い　る し　て　いない ＊

行
⑳娯　　楽　　活　　動 よ　く　す　る あまりしていない ＊

動
⑳家族外食・遊び 時　々　す　る あまりしない ＊

（22）通　　勤　　方　　法 乗物・少し歩く 非　　該　　当 ＊＊
運動

（23＞仕事・家事での運動量 多　　　　　い 少　　　な　　　い ＊＊ 多　　　　　い 少　　　な　　　い ＊＊

⑳スポーツ実施程度 時　　　　　　々 ほとんどしない ＊＊ 時　　　　　　々 ほとんどしない ＊＊
●

㈱スポーツ実施時間 2時間以上 非　　該　　　当 ＊＊
スポ

㈱スポーツ実施の型 体力づくり・継続 ほとんどしない ＊＊ 体力づくり・楽しむ ほとんどしない ＊＊

（27）中学スポーツ経験1
（28）高校スポーツ経験

ツ
（29）大学スポーツ経験

生
（30）現在クラブ所属 スポーツクラブ 所属していない ＊＊ スポーツクラブ 所属していない ＊

活
（31）家族スポーツ実施 時　々　実　施 ほとんどしない ＊

（32）1日の御飯の量
㈹動　物　性　食　品 かなり食べる あまり食べない ＊＊ かなり食べる あまり食べない ＊＊

食
（34）野　　　　　　　　菜

生 i蹴堅いい膓
；（38）飲　　　　　　　　酒 毎　11　飲　む 飲　ま　な　い ＊

活 綿業　　　饗 吸　わ　な　い 少　　し　吸　　う

．（41）間　食　　・　夜　食

　1（42）身　体　的　健　康
秩ci（43）精神的健康　3

L　　　　　　位
ｵ　　　　　　位

m　　　　　　位

ﾈ　　　　　　い

ｵ　て　いない

下　　　　　　位
ｺ下あし　て　　い　　る｛＊＊

　＊＊ﾊ1＊＊土　1

ﾃ購幽

iヒ　　　　　位

@　　　位Aヒ　　　　　　位
奄ﾈ　　　　い：iしていない

下　　　　　　位

ｺ　　　　　位
ｺあ　　　　　　る

ｵ　て　い　る

　＊＊
@＊＊
ﾊヨ＊＊

@＊＊
@＊＊

活　…㈲身　体　的　障　害

@：㈹家　族　健　康　法
な　　　　　　い あ　　　　　　る ＊＊「 Dな　　　　し、

m

あ　　　　　　る ＊＊

　．㈹過　食　・　栄　養
秩e㈹生活不二則i 1 〕あてはまる

F
少しあてはまる1＊＊

@　　　　1 1
　；（5腿動・スポーツ1康　．（52＞円満な人間関係1あ　ては　ま　る意　（53）栄　　　養i　　剤iあてはまる 　　　　　1あてはまらない1

?てはまらない

＊＊＊．

…iあ　ては　ま　るElあ　ては　ま　る 　　　　　1ｭしあてはま劉
?てはまらない

＊＊＊

　　　　　　　　…ｯ，（5腱　康　診　　　　　　　断i　（5勃睡　　　　　　不　　足i　　　　眠

糠長田；鵬
足足，

やや不満足
�@　該　　当

　1磨磨D

磨磨c

満　　　　　　足 やや不満足 ＊

満足，1
：（58）社　会　生　活1満　　　　　　　1：（59＞友　　人　　関　　係…満

足，

ｫ
やや不満足
竄笊s満足

＊＊｛　1

磨魔P

@ト

満　　　　　　足看満　　　　　　足，

やや不満足
竄笊s満足

＊＊

磨

度 噸。＞自　分の生　き　方1満 足 やや不満足 ＊＊i やや不満足i＊＊
x’ 汳閨C＊＊……P＜．Ol，　＊……P＜．05
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　健康生活要因は7変数から成っているが，男女とも

「家族健康法」を除くと他はすべて1％水準の有意差

がみられた。男女ともほぼ同じ傾向を示しており，健

康群は身体的，精神的，社会Cl〈Jな健康度が高く，過

去，現在を通じて通院や入院の経験者が少なく，身体

的障害のある者も少ない。一＝vi不健康群の場合は，身

体的健康，精神的健康，社会的健康の水準が「一ド位」

という者がいずれも半数以Lを［lfy．），健康群とは顕著

な違いをみせている。その他の変数についても，両統

闘の差は特に大きい。

（7）健康意識

　「円満な人肥関係になるように心がけている」と

「栄養剤など飲むことはない」の2変数は，男女とも

健康群は「あてはまる」という者が不健康群より多

い。その他女子の場合は，「過食・栄養に気をつけて

いろ」に差がみられ，健康群に「あてはまる」という

者が．多い。NHK放送世論調査所の資料8）によると，

国民の4割程度が食べ過ぎや栄養のバランスに気をつ

けている。今回の場合は，男女両群ともこの割合を一ヒ

回っている。この点は，今回の対象者が中高年齢者中

心であることと関係があるものと思われる。全体的に

健康意識に関しては，健康群と不健康群の問には大き

な傾向差はみられない。

（8）生活満足度

　生活1尚三度に関しては，両県間で明確な差をみせて

いる。女子の「職場生活」については非該当者が砲身

とも6割以上いて同じ傾向を示しているが，その他の

変数はすべて有意な差が認められた。すなわち，男子

の健康群は不健康群に比較して家庭や職場，地域社会

での生活，友人関係，白分自身の生き方に満足してい

る者が多いといえる。女子も，「職場生活」以外は男

子と同様の傾向である。

　以ヒ，8つの要因泣別に健康群と不健康群の特性を

みてきた。而群問には，特に運動・スポーツ生活，健

康生活，生活満足度に関して大きな違いが指摘できよ

う。反面，生活状況や食生活，健康意識などに関して

は，特徴的な差は余りみられない。

2．変数の連関構造について

　外的基準を含めて，取り上げた変数がいかなる連関

構造をしているのかについて以下に触れておこう。表

3～4は，外的基準と説明変数の単相関を示す。外的

基準と有意な相関にある変数は，男子29，女子27であ

った。男子の場今，健康生活に関する変数はすべて有

意であり，しかも他の変数に比べて高い相関を示して

いる。次いで，運動・スポーツ生活，生活満足度に関す

る変数が多い。女了・も男子と同様，健康生活に関する

変数が外的基準と高い相関を示している。男女とも，

有意な相関があった変数は，そのほとんどが先にみた

クロス集計において有意差が認められたものである。

従って，個々の変数を一次元的，独立的に取り王げた場

合の健康・不健康の判別に関与する変数と考えられる。

　巻末の附表2～3は，変数の連関構造を示したもの

である。これは相関行列表から作成したが，相関係数

表3　外的基準と説明変数の単相関（男子）

変 数木旧剰囲変 数1相劇P
（1）結

（7）・入当り膨i　・

（8）毎月の収人i　．0781＊

（13）地域団体加人　　．1061

変
　　ニ数｝相関P

婚■・2・1＊＊i・（25）簡ポvツ実施時レ・・6乳L〒一！腿樋院1・37・＊＊

．071　1 　スポーツ実施の1（26）

　一型　　　　　　1

iu｝．．4g一［．ve．ff．

（塑体的興信3・坐＊

（15）平押自由時間〔

（16）休口紬時開LO72・

　　　　　　（27虻ズポーツ経1二・8・｝＊＊1（48嚇忍法」・67

　　　痢（30馴三ク？ブ醐・・7・1・（53）栄養剤・・76

．・9・；＊＊i〈31）部族スポ…ツ実 一．1001　＊＊

　．154・　＊＊

鱒睡眠不足i．069
1（56＞家電・活1・・3・

＊

＊＊

（33）動物性食品

＊

＊＊

〔17）テレビ棚闘U．・8・［＊＊i戟@（42）躰II腱康1．4・2＊＊1（57）職場生活レ・9・1＊＊

（19）襲ごと’儲に・97　i＊＊ii（43）＊榊的健剛 ．266　ii　＊＊

　’一’一　！1

．27s1　“＊

無人関係1
（22）通勤方法1．118，＊＊
　　　　　　　　1

1（44＞社会的健墜

　　　　　　　　　　．2151　＊＊

（60）r扮の生き方1．・69　ii・

　　　　　　　　1
〔23儲皇饗勉L・・7rt．＊＊

　　　＊＊…　p〈．Ol，　＊…　P〈．05

（45＞過去通・入院1　．279　＊＊
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表4　外的基準と説明変数の単相関（女子）

変 数［腿IP 変

（2）学　歴．・97i・影詩癖諮葛双三1㌔

塑△並塑劉一一画一．竺魎爺ごソ劫轡∴．一．

痛論堕L」・1・1＊＊」塑在㌘Z璽1空ρ9．：

（11）ノヒ　活　　環　　境

数　　相関1

　　　　．118　i
　　　　　　：
　　　　．174　’i

．101　＊＊／（33）動物性食品’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　

　　　＊＊い37）塩辛い物

P．1変
轟
　　［騨去
“＊

D．．iB4e＞1，．gL．　’f

　　　　　　　　　院：・269　’1＊＊

＊1［〔47）身体的障’」　i．

　　数　：．li‘旧担一：…P

通・人院i　．262　＊＊

1通皿

㈹地域団体加入 ．121　1

（魂2ごと’儲院・87 　　　］1
＊＊@　　il　（39＞1喫

　　i’1

煙

（2幡「案藷一動．。64
　tt　L一．一．r．．　L．一．1．　Tmt

愁（42映画勺趣
（23）鍵皇家事での

（24＞養ポーツ聖塑一・・22　1＊＊

．・44　1＊＊い43）精神用勺健劇

画社会的健康

　　　　　　　　　　　　　　　　．2181　＊＊
　　一一一．．一一一一．一一　　．一．．一．．　　．一一一一一　　．一一　　　　　1．、　．

　　　　　　　．120i＊＊1〔49）過食・1栄ゴー．．092＊＊

．0661　＊　■52＞円満な入ml関係1一．085　＊＊

．105＊＊「：53｝栄養剤．116：＊＊

．391＊＊（56）家庭乙ヒ活．一．069　＊

．3・sl＊＊酬絵戯舌．・・91・

．249　1＊＊〔601r扮のdこきソ∫　．075・
　　1

か日…　p・〈．01，　　＊…　pく．05

0．081以一ヒは1％水準の有意な相関関係にあり．これ

に該当する変数すべてを取り上げることは国難である

ので，その中でも0．10以上の相関を示したものを表中

に示した。それによると男子の場合，運動。スポーツ

生活要因，健康生活要因，生活満足度要因において相

互連関関係にある変数が比較的多くみられる。特に，

健康生活要因における「身体的健康」「精宇申楽健康」

「社会的健康」の3変数及び「過去通・入院」「現在通

院」「身体的障害」の3変数は，相互に高い相関を示し

ていることが理解される。外的基準と高い相関があろ

健康生活要因は，運動。スポーツ生活，健康意識，生

活満足度に関する変数と連関関係にあるものが比較的

多い。一方女子は，運動・スポーツ生活要因，食イ1話

要因，健康生活要因，生活満足度要因において変数の

連関構造がみられる。特に，「スポーツ実施程度」「ス

ポーツ実施時間」「スポーツ実施の型」，「身体的健康二

「相神的健康」「社会II勺健康」，「過去通・入院」1現在

通院」「；9＿｝イン季9白勺　レ・’；’／tllii」，「社会蛋舌」r友人関係」「自分

の生き方」の各々3変数は相互に高い相関関係にあ

る。男」’一と同様外的λ1準と高い相関を示した健康生活

要因は，男子ほどではないがやはり運動・スポーツ生

活や健康意識に関する変数と連関関係にあるものが多

くみられる。

　下土，．甲相関の結果から変数の連関の仕方について

みてきた。十五連関関係にある変数は男女とも実質は

非常に多く，この種の研究においては変数選択をいか

にすうかの問題は重要である。そこで，和互に高い相

関を示した変数例えば身体的，＊N神的，社会的健康や

女子の「スポーツ実施程度」と「スポーツ実施の’」1［」

などは，取りレ．げる変数として越卜したりあるいは繁

合化することが可能であろう。

3．　健康度の規定要因

　表5は，多上口：／嚇斤の判別ラ｝析による結果である。

まず，60変数によって健康上と不健康群がどの程度判

別されたのか，つまり説明変数の有効性を，相関比に

よってみてみよう。男子の相関比は0．672，同じく女

了・は0．609であった。この値は，同じ解析法を旧いた

これまでの他の研究2），4）の場合と比較してみると，あ

る程度の判別力を有するとみてよかろう。また，表中

のレンジはカテゴリーに与えられたスコアーの範囲の

ことであり，数値そのものに意味はないが租対的な変

数の外的基準に対する判別力を知ることができる。但

し，レンジはカテゴリーの反応数が少なかったり，カ

テゴリー間の反応数の差が小さかったりすると，クロ

ス集計の結果とは逆の値がでたり途方もない値になう

など，カテゴリーの反応数に三親三されることがあろの

で注意を要する。偏相関は，他の変数の効き方を．一定

にして外的基準との真の相関をみようとすうものであ

る。以下ここでは，偏相関によって各変数の外的基礁

の判別（規定）力をみていくことにする。

　男子は，健康群と不健康群を判別するのに最も効い

ている変数は「現在通院」であり，以下「身体的健

康」，「身体的障害」，「仕事・家事での運動量」，「結

婚」，「通勤方法」，「友人関係」，「仕「li：の形態」などが

続いていろ。健康生活を構戊づ鞠る7変叛は，いずれも
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表5　健康の規定要因分析結果

要
男　子 （季【、11莫1上ヒ＝0．672）

因
久　　数

レ　ン　ジ 順位、 偏相関 順位 し

基本的特性

ゆ結　　　　　　　　　　婚

k2ジ1：　　　　　　　　　歴
k：圭｝耳iU二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　梁＝

聡ｰ　　ヂ　の　．年　齢

．783

D308
D583
D227

420630

．117＊＊

D094＊＊

D102＊＊

D064＊

5131024

生活状況

｛5）居　　　　　fヒ　　　　　上也

i6）住　　居　　形　　態
Q今」∵叫蟹i｛9取　入　満　足　度ir川1：　藍　の　形　態曲生　　　活　　　環　　　境q2／近　所づ　き　あ　いq3）地　域　団　体　加　入

．312

D232
D416
D297

?５5
P，083
D424
D334

?９1

29
Pユ

Q2

P10

．043

D063＊
D100＊＊
D：107＊＊

D034
D110＊＊
D046
D053
D051

26
P1
X8

q4）睡　　　il民　　時　　　闘

i15）・1尾　　　｝1　　　r1　　　【tI　　日寺　　　日芋

i16）休　日　　　　〃

曹V）テ　レ　ビ視聴時間
i18）読　　，葬F　　時　　間

曹X）習いごと・稽占ごと
S娯　　　楽　　　活　　　動

S家族外食・遊び

．077

D172
D2ユ6

D208
D100
B149
D184
D068

．026
D049
D053
D038
D031
D046
D047
C024

運動●スボ【ツ生活

（22）通　　　勤　　　ノ∫　　法

k思い1い家事での運動娯：

k2．1）スポーツ実施程度

泣Xポーツ実施時間
P26）スポーツ実施の型
i27）中学スポーツ経験
i28）高校　　　　〃

i29）大学　　　　〃

i3①現在クラブ所属
i31＞家族スポーツ実施

．380

D460

?５4
D143
D323
D091
D133
D390
D295
D257

ユ4
V18

．111＊＊

D119＊＊
D030
D033
C081＊＊
D030
D032
D061
D041
D056

64ユ7

（32）1日の御飯の量
i33＞動　　物　性　　食　品

i34）野　　　　　　　　　　菜

i35）果　　　　　　　　物

穴ﾃ　　　い　　　物
i37）塩　　渚　　い　　物
i38）負欠　　　　　　　　　　　　　～酉

i39）喫　　　　　　　　煙

旧〟@　　　　　　　食
i4Dl芦」　　　　食　　　　　　。　　　　　イ杢ご　　　　　食

．196
B268
D267
D093
B090
D095
D347
D165
D049
D305

　36
@25
@26

．070＊

B073＊
D078＊
D031
D030
D034

D094＊
D037
D011
D050

21
Q0
?９

P3

健康生活

（42＞身　体　的　健　康

i43）精　神　的　健　康
i44）桂　会　的　健　康

i45）過去通　・入院
i46）」児　　　　　　　ノr量三　　　　　　通　　　　　　　院

i47）身　　　　fるこ　　　　白～J　　　　F章　　　　㌔｝チ

i48＞家　　族　　健　康　　法

．878
D324
D381
D257

P，000
D734
D441

3171327258

。222＊＊

B091＊＊

D095＊＊

D085＊＊

D282＊＊

D190＊＊

D069＊

215ユ2161322

健康意識

（49）過　　食　　・　栄　．養

i50）生　　活　　不　　現　　則

T　（5D〕1圭二　重力　　　●　　　ス　　　ポ　　一　　’ソ

堰i52）F］満な　人間僕1係

堰i53）栄　　養　　剤

．199
D085
D066
D280
D124
D165
D134

24

．060
D024
D013

D080＊
D043
D053
D044

18

生活満足度 （56＞家　　庭　　生　　活
i57）li哉　　　　　　土易　　　　　　f霊こ　　　　　　マ匡「ぎ

月ﾐ　　会　　生　　活
i59）友　　人　　関　　係

戟j自　分の生　き　方

．176
D218
D067
D440
D220

32

X31

．055

D067＊
D021
?１1＊＊

D064＊

23

U24

＊＊・・・…　P　〈　．Ol， ＊・一一・P〈．05

女子（相関比＝＝O．609）

ン　ジ

．858

．794

．788

．495

．416

．052

．438

．273

　．427

．791
1．1　9　1

．227

　．343

．091

．245

．140

　．431

　．276

　．195

　．156

．002

．621

　．541

．762

　．811

．390

　．238

　．022

　．578

　．698

　．470

　．265

　．104

　．146

　．027

　．074

　．139

　．537

ユ．857

　．137

　．359

1．315
　．722

　．213

　．629

　．686

　．574

　．507

　．166

　．125

　．269

　．086

　．225

　．208

　．098

　．204

　．094

　．350

　．202

　．058

順位

　4

　6

　8

20

25

22
31
24
7
3

29

23

14
17
9
5
26

11
21

ユ8

1

2
10

13
12
16

28

f扁　村i段1

．125＊＊

．110＊＊

．1ユ4＊＊

．077　＊

．074　＊

．Oll

．078　＊

．068　＊

．078　＊

．055

．112＊＊

eO45
．071　＊

．022

．054
．03r，

．06」　＊

．060

．050

．024

．OOI

．099＊＊

．126＊＊

．058
．071　＊

．086＊＊

．049

．004

．028
．070　＊

．075　＊

．033

．023

．028

．006

．020

．033
．08く）＊

．082＊＊

．015

．059

．262＊＊

．165＊＊

．042

．140＊＊

．134＊＊

．100＊＊

．058

．028

．022
．064　＊

．019

．060

．054

．019

．042

．015

．086＊＊

．050
．0ユ3

順位

　6

　9

　7
18

20

16
24
16

11
5

2ユ

12

23
19

15
14

1

2

3
4
10

26

12
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有意な偏相関を示しており外的基準の判別によく効い

ている。その他，クロス集計や単相関の結果では目立

たなかった基太的特性要因も1～5％水準で有意であ

る。偏相関で有意な値を示した変数は全部で25ある

が，これらはレンジの値も高く社会人の健康度を判別

するのに有効といえる。健康生活関連の変数は，健康

度をみるそのものに非常に近い内容であるため，判別

力が高いのは容易に予想された。第1位の判別力を有

する「現在通院」は，健康．ヒ問題があるかどうかと同

じに解釈されるので，ほぼ当然の結果といえよう。一

方，生活時問・行動要因は有意な偏相関を示すものが

なく，外的基準の判別に効いていない。また，健康意

識要因も「円満な人間関係」を除くと低い判別力しか

なかった。

　次に：女子の場合は，判別力順位の第1位は「身体的

健康」であり，第2位以下は「精神的健康」，「過去通

・入院」，「現在通院」，「仕事・家事での運重勇量」，「結

婚」，「職業」，「生活環境」などが続いていろ。基木的

特性要因や健康生活要因を構成すろ変数がよく効いて

いる点は男了・と同様であるが，女子は∠ヒ活状況要因や

運動・スポーツ生活要因においても判別に有効な変数

が多くみられる。生活時間・行動要因は，「テレビ視

聴時問」を除けばあとは男予同様低い判別力であっ

た。また食生活要因や健康意識要因においても，有意

な偏相関を示した変数は少なく，外的基準の判別に余

り寄与していないことがわかった。外的基準の判別に

健康意識要因は余り効いてなく，健康生活要因の中で

も身体的な健康に関わる変数が非常に高い判pm力を有

＠

・友　　人　　関　　係

・仕事の形態
・毎月の収入
●社　　会　　　自勺　　健　　J，乏

・円満な人間関係
・野　　　　　　　菜

・動物性食品
・1口の御飯の量

女子・低い←・

　　男子・高い
　　　　　T
　　　　　i　．現

　　　　　i　・身
　　　　　…
（6，35）…●身
（8，　32）　1

（9，24）1’結
（12，39）、’通

（18，52）｛●職

（19，　44）　1　・1

（20，48）　・学

（2・，4・）i●飲

　　　　　　　・精

　　　　　　　・過

　　　　　　Llソ

在　　通　　院

体的健康
体　的　障　害

・仕事・家事での運動量

　　　　　　．
・スポー一一一ツ実施の型

　　　　　　婚
　勤　　方　　法

　　　　　　業
人　当　り　畳　数

　　　　　　歴

　　　　　　酒

神ri勺健康
面通　　入　院

（1，　4）

（2，　1）

（3，ユ0）

（4，　5）

（5，　6）

（6，　11）

（10，　7）

（11，　16）

（13，　9）

（13，　15）

（15，　2）

（16，　3）

（17，　12）

一　　→女子。高い

・睡　　眠　　不　　足

●塩　　　 ；下～｝　　　 し、　　　 牛勿

・高校スポーツ経験
・果

・　ll一

・睡

・∠ヒ

・欠

い

眠　　二

二　不　規

物

物

間

二

食

（40，　52）

（46，　41）

（49，　59）

（50，　58）

（52，　51）

（55，　49）

（56，　49）

（60，　54）

・生　　活

・社　　会

・喫

・収入満
・居　　　住

・家族スポーツ実施

環　　　　13琶　　（38，　　8）

！．il　　　？舌　　（59，　12）

　　　煙（45，14）

私度（46，16）
　　　J－ti　（41，　20）

　　　　　（29，　19）

　　　　　　　丁
　　　　判別力1噴位：

　　　　（男竹，女子）

（？D　」　c’．g）　　　　　　　　　男子。低い

　　図1　判別力順位によう変数のパターン化
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していることは，健康の自己評価が健康の身体的側面

に主眼を置いて行われていることを意味するものと考

えられる。

　変数の判別力順位には，男女間で違いもみられるよ

うであるが，これを整理すると①男：女とも判別力の高

い変数，②男子で高く：女子で低い変数，③女子で高く

男子で低い変数，④男女とも低い判別力の変数，とい

った4つのパターンに分けられる。図1は，この点に

ついてみたものである。①のパターンには，既述のよ

うに健康生活，基本的特性，運動・スポーツ生活に関

する変数が多い。②と③のパターンに入る変数は，い

くつかの要因群に分散している。④のパターンは，食

生活に関する変数が主である。

　W．B．　BellocとL．　Breslow　12）は，「喫煙しな

い」，「娩則的に運動する」，「酒は適度に飲むかまたは

飲まない」，「7～8時間の睡眠をとる」，「適切な体重

を保つ」，「朝食を欠かさない」，「間食をしない」とい

った健康維持のための7つのルールを設定し，これら

を多く実行している者は健康状態が良好で死し：率も低

いことを報告した。確かに，これらの要因は人びとの

健康度と関連すると思われる。適切な体重の維持につ

いては今回調査していないので残りの6つの要因につ

いてみてみると，運動と飲酒は①のパターンで外的基

準の判別力は男女とも高く，喫煙は③のパターンに入

り男子で低く女子は高い。睡眠時間と欠食は④のパタ

ーンであり，今回の健康群と不健康群の判別には効い

ていない。また，間食についても判別力順位は男子第

35位，女子第29位であり，④のパターンに近いといえ

る。太研究の場合，クロス集計の結果をみても男女の

運動・スポーツと男呼の飲酒，女子の喫煙に差が認め

られただけで，睡眠町彫や欠食・間食については男：女

ともに健康群も不健康群も同じような傾向であった。

W．B．　Bellocらの報告した結果と若干異なっている

が，これは外的基準や変数の回答カテゴリーの設定の

仕方，分析の方法などが相違するために生じたものと

推察される。

　以ヒは説明変数60を用いての男女の分析であるが，

勤め人の場合，彼らの健康にとって職場の騒音や雰囲

気，仕事の内容や・1」1格といった職場の環境やそこでの

生活は重要な意味をもつと思われる。：現に，職場環境

と健康との関連は古くから指摘されてきた1）。そこで，

男子のみについて附表4のような職場生活に関する変

数12を追加して判別分析を行った。結果は，表6に示

すとおりである。この場合の相関比は，0．696であっ

た。60変数の場合より僅かながら高い値であり，説明

表6　職場生活要因のレンジと偏相関（男子）

弐『一＿～区
欝三一無数＼愈

　（61）職場の規模1
　（62）　そ1と　　　　　　　　　　　　　　　　　エェ源≧

職
　（63）平il労働時間

　（64）残　　　　　　業

場（65）夜　　　　　勤

　i〔66職場の雰囲気

　（67）職場の騒音
生（68）仕事の安全性

　1（69）仕事の単調性
　．（70＞　9iklt　　場・　　（フ）　　　環　　／［S，

活
　⑳仕事での肉体疲労
　i（72）仕事での精ネ三三労

レンジ

．032

．019

．009

i．004

．099

，062

．090

．014

．062

．075

．953

．047

順位

9

14

30

1

3

7

4

17

6

5

2

8

偏相関 順位

．092＊＊　18

．039　　56

．034　159

・・78＊ P27

．090＊＊ P21
　　　　．093＊＊i17

．114＊＊

．095＊＊

．122＊＊

．125＊＊

．073＊

8

16

6

4

31

．085＊＊ P　24

＊＊…　p〈．Ol，　＊…　p一一（（．05

変数全体の判別力に大きな変化はみられない。12変数

のうち，「役職」と「平日労働時聞」を除く他の10変

数はすべて有意な偏相関を示した。特に，「職場の環

境」（第4位）や「仕事の単調性」（第6位），「職場の

騒音」（第8位）は高い判別力を有している。60変数

の場合にヒ位10位内を占めていた変数については，

「結婚」が第5位から第18位，「職業」が第10位から第

27位と下がった以外は判別力順位が大きく変ったもの

はみられない。72変数の場合，有意な偏相関を示した

変数は合計40あったが，職場生活関連の変数はレンジ

の値も非常に大きく外的基準の判別にとって有効なも

のが多いといえよう。いずれにせよ，外的基準と有意

な偏相関を示した変数は，社会人の健康度を規定する

要因とみられる。

4．カテゴリーの寄与の仕方

　表7～8は，判別力の高かった上位10変数につい

て，そのカテゴリー・スコアーをみたものである。カ

テゴリー・スコアーは，フ。ラス値かマイナス値かによ

って外的基準のいずれに寄与するかの方向を示し，ス

コアーはどの程度の寄与の仕方かを意味する。ここで

は，プラス値は不健康群，マイナス値は健康群に寄与

する。図2～3は，スコアーの大きいカテゴリーから

並べたものである。男jiは，健康群に対して職業「農

林漁業」，身体的健康「上位⊥通勤方法「徒歩・自転

車利用でからだを使う」，現在通院「していない⊥仕

事・家事での運動量「多い」などのカテゴリーが大き

く寄与している。不健康群に対しては，現在通院「し

ている」，結婚「未婚」，身体1’1〈J障筈「ある⊥　身体的
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　表7　カテゴリー。スコアー（男子）

順位i変　数．カテゴリースコアー．　．．　1．

・！鷺洲．憐ヒ

　　　　　　　11　ヒ
2　身体的健康　　2　i’Ii

　　　　　　　　3下

・L躰的［轄i鏑
　　　　　　　…一i一一．多一．¶

・…？繍ri郭
．r，一”結．一．．婚．i磁

ていない山．
て．い一一．一る

　　　　　不ブ．．一

　　　　　位
　　　　　位
　　　　　い
　　　　　る
　　　　　い1
　　り　多　い
　少　な　い
　　な　　　いi

一　．243

　．757

一．376
一　．066

　．502
一　．127

　．606

一　．202

一　．060

　．063
　．259

　　　　　　　11徒歩・自転軍・から1一．263
　　　　　　　1　だを使う　　　　　1

・鋤加∴2轡1用●少しは歩H・184
　1　　　　　　3乗物利用・歩くこと　　．1ユ8
　　　　　　　　　は少ない　　　　　　！
　　　　　　　1－4、．i＝1：”’一　．一．．　上長一一．一　…ミ11｝L一．．　，oξをQ．

　　　　　　　！1　　｝’［jii　．　」，il　i　一．064

7　友人関係i2かな12満足E一．078
　　　．一．．一一一一　　．一　．1－3＿．t．や一．一一一ヤ）　1イ1、．．誼尚．　t　t一一乏Jtli－L　　」L3銘一

．．

噤@　　　11主　　　　　婦：　一
　　　　　　　2座った仕事中心：一．049
　　　　　　　3立った旧事中心…　．171
8．仕事の形態14動きまわる仕事中心；　．257
　　　　　　　5〕lilの運転中心i一．024
　　　　　　　6ド寸イ本ツタ種壷1い」L、．　．070
　　　．．．．一　i．7．そ．　ttの　　他1一．117

婚1　．751
女畳L一．qβ之一

・1毎月の姻l
　I　　　　　　旨3

　1

　…

iO　1職

　r

業

RIg
ie

孚

g

ユ9万li］塁下　．127
　　　　　　　円　一．149　　　　　刀　　一一　2920

30万円．．以ヒ　．148

鞠・撫塁1職1一　．023

’労∩　務●イ乍業白州巧哉知

得　　林　　　　業
商　業・サービス業
自　　営　　業
主　　　　　　婦
無職竺そ…の一．他

　．ユ84

　．148

一．013
一　．399

　．131
一　．200

一．016

（謡う　スコアーのプラス仙は不健康群，マイナス値は

　　健康群に寄与すろ。

健康「下位⊥友人関係「やや不満足⊥仕事・家事で

の運動量「少ない」などのカテゴリーの寄与が大き

い。女子についても同様にみてみると，健康群には結

婚「未婚」，学歴「短大・大学」，身休的健康「ヒ位」，

精神的健康「中イ、1［」，仕事・家事での運動量「多い」

など，また不健康群には生活環境「不満五ヨ，身体的

健康「ド位」，職業「専門技ぞ椰職」「管理職」9現在通

院「していろ」，．「｝体的障害「ある」などの寄与が大

きい。男女ともヒ位を占めるカテゴリーについては，

クロス集計の結果とほぼ符合する。但し，男子の「仕

事の形態」や「職業」，女子の「結婚」や「学歴」，「職

業」といった変数のようにクロス集計でも明確な両群

の特性が把握しにくいものについては，カテゴリーの

　表8　カテゴリー・スコアー（：女子）

順位変数1カテゴリー．スコアー　　　　　　　1．
　　　　　　　　1　　．1’一　　　　　　　　　　　　　イ、Z　　　一．504

1　　　身イ踊～こ白く」健」♪｝乏　　2　　［il　　　　　　　　　　　　イiiz　　一．129

　　　　　　　　3一一ド．一　　　　イ“匹一．．．81ユ
　　　　　　　…　1　　．1’一　　　　　　　　　　　　　イ、ヒ　…　一．192

2＊占肩肘／i勺健康21い　　　　 イiX．……．265

　　　　　　　　3　一ド　　　　　　　　　　　　　　　　　｛立　i　　．457
・． 撃潔ﾟ≠1遮己il貌1一一一．一…ll．一一N：嬬

・…現・二院…1ヒ∵∵∫劣一一：lll

，幅鍵…1峯銘認＝；ill

　　　　　　　　4少ない一一　．032

7i職　　　　　　業！5　農　　林　　漁　　業　　．235

…111：il：誓∵罐

　i　i　l　　？ui“i　．　Jd　．061
・…乙ヒ活環境… P里雪熱く｛：1：：■涯rT：謝

　　　　　　　．4　；．イ斗　　　 1「、トli，i　　　 ，辻．　．1．061

　　　　　　　　ユ　　lll　ノ」、●新　　1い　　”i：二　　　　．141

9E～）｝’：　　月・’ミ 21H　IIi・辛斤郵’li季交　 ．（）35

　…　　　　　i3 矢媛　ニノく・プく　．”jJ：　．二．．．β5．3

・・身体的障害1葱　　　宏一t：lll

　（注）　表7と同じ。

寄与についても解釈の難しい面がある。例えば，女子

の「結婚」は判別力は第6位：であるが「未婚」という

カテゴリー一一への反応数は，健康鮮が50（8．4％），不健

康群が18（7．9％）でありいずれも非常に少ない。女子

の「未婚」のスコァーが高いのは，明らかに反応数の

影響と考えられる。：女子の学歴「短大・大“y：！のカテ

ゴリーについても，同様のことがいえる。従って，こ

のような場合はデータのサンプル数を増やしたりカテ

ゴリーの統合化を行ったりして検討し直すことが必要

であろう3），，また，男子の職場生活要因で判別力の高

い変数についてみると，職場環境「かなり良い」，公

事の単謁1性け耗｛周ではない」∫あまり単調ではない」オ∫

どのカテゴリ・．一は健康鮮に，職場の騒音「騒々しい」

「やや騒々しい」などは不健康群に寄：与してい凱，し

かもこれらのカテゴリーはかなり高いスコアーを得て

おり，勤め入の健康にとって重要な意味をもつといえ

よう。
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←　　健康群（一）

一〇，：s 一　O，2 一〇．1 O．2

（＋）不健康群　　→

O．t4 O．6 O，8

職業・農林漁業
身　体 的　健

通

康　・

勤

上　話

方　　　法
徒走・自転卜捗からだを使う

現　　在　　通　　院
し　て　い　な　い

仕事・家事での運動量
多

職業・

し、

自営業

通勤ノi法 乗物利用だが
少しは歩く

毎月の収入 20～29万P］

身体的障害 な い

仕事の形態 その他

友人関係

身体的健康

かなり
満　足

中位

友人関係・満足

仕事・家事での運動量・かなり多い

仕事の形態・座った仕事中心

現在通院　・　している

糸吉　　　　女昏　　　　　・　　　　．表　　　　女昏

身体的障害・ある

身体的健康・下位

友　人関係
竄笊s満足

噛一

少ない　　仕「｝レ家事での運動量

鷺～穐齢の形態
専　門
技術職

立った
仕事中心

職　　出

仕事の形態

醒鯛の収入

轟饗職　業

商業・サービス業・職業

19万円以下・毎月の収入

砕く蟹晶質樋勤方法

肉体労働中心・仕事の形態

図2　カテゴリーの寄与とノ∫向（男子）

要　約

　社会人を対象に，健康群と不健康群を判別するのに

有効な要因の解明を主な目的として，多変量解析によ

る判別分析を進めてきた。厳密にいえば，社会入の健

康についての自己評価を規定する要因の分析というこ

とになろう。結果については，以下のように要約され

る。

　1．健康群と不健康群の特性は，特に運動・スポー

ツ生活，健康生活，生活満足度に関して差が認められ

た。その反痴，生活状況や食：生活，健康意識などにつ

いては特徴的な違いはみられなかった。健康群は，不

健康群に比較して，①生活の中でからだを動かすこと

やスポーツを実施する者が多い，②健康度診断指標に

よる健康度の水準が高く通院や入院の経験者が少な

い，⑧家庭や職場，地域社会での生活，友人関係，自

分の生き方などに満足している者が多い，といった傾

向がみられた。

　2．外的基準と有意な単相関を示した変数は，男子

29，：女子27であった。特に，男子は「身体的健康」，

「現在通院」，「身体的障害」，「過去通・入院⊥女子

は「身体的健康」，「精神的健康」，「現在通院」，「過去

通・入院」など，健康生活に関する変数の相関が高

い。これらは，社会人の健康・不健康を直接的，間接

的に規定する要国とみられる。また諸変数の連関構造

については，男女とも運動・スポーツ生活要因，健康

生活要因，生活1両足度要休1において構造的に連関する

変数が比較的多い。女子の場合は，食生活要因につい

ても同様の傾向がみられる。

　3．説明変数杢体による外的基準の判別力を示す相

関比は，男子0．672，女子0。609であった。この値か

ら，診色明変数の有効性はある程度証明された。














